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 本日、日本ＮＧＯ連携無償資金協力案件「スバイリエン州農産

物組合(ＳＡＣ)の持続的な経営体制の確立を通じた、農村におけ

る貧困削減事業」の贈与契約署名式典をＩＶＹの代表の方の出席

を得て開催できることを嬉しく思います。 

 

このプロジェクトは、無農薬・有機野菜の生産力の強化や安定

供給のためのネットワークの構築に加え、ＳＡＣが主体的に活動

を行えるよう自立化を支援するものです。具体的には、会計・財

務管理や事業計画作成の指導を行う他、課題・計画の共有をはか

ることでＳＡＣの運営委員が、より主体的に事業を運営していく

ことが見込まれます。また、組合は設立当初より、スバイリエン

州農業局の協力のもとに事業が行われており、引き続き行政と住

民が一体となった取り組みが推進されることを期待しています。

本日署名された契約によって２３９，６９６ドル（１９，４１５，

３７６円）の資金がこのプロジェクトに供与されます。 

 

農業セクターの強化は、農業国であるカンボジアが豊かな将来

を築いていく上できわめて重要な課題であり、カンボジア政府の

掲げる四辺形戦略の一分野にもなっています。これまで日本政府
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としても、政府開発援助による灌漑施設改修や営農改善に係る技

術協力などを通じて、カンボジアの農業分野に貢献してきました

が、農作物の集荷から出荷に至る流通分野については、未だ整備

が不十分な状況にあります。今回のプロジェクトはこの分野で支

援を提供するものです。 

 

申請団体であるＩＶＹは、１９９９年よりスバイリエン州にお

いて活動を開始し長年農業支援を行ってきました。本事業で支援

を行う農産物組合であるＳＡＣは、ＩＶＹの支援により２０１０

年に州内６０村の野菜農家を組織して設立され、２０１１年には

農業協同組合として農林水産省に正式に登録されたと聞いていま

す。 

現在、ＳＡＣはプノンペンの野菜販売店への卸売りや無農薬・

有機野菜の販売体制を確立しつつあります。人口の約９割が農漁

業に従事しているにも拘らず、農業収入が低いため首都への出稼

ぎが多いスバイリエン州において、農業協同組合設立による流通

分野の構築に係る支援は非常に重要であり、この事業を通じて、

ＳＡＣが自らの手で無農薬・有機野菜を安定的に生産・流通し、

カンボジアにおける農業共同組合のモデルケースとなることを期

待しています。 

 

日本ＮＧＯ連携無償資金協力は日本のＮＧＯが実施する、草の

根レベルに直接裨益する経済・社会開発事業に対して供与される

ものです。日本カンボジア友好６０周年記念という特別な節目に

当たる今年、本日署名した事業が対象地域の住民に直接裨益し、

また、カンボジアと日本の更なる友好促進につながることを願っ

ています。ご静聴ありがとうございました。 


